
近畿日本鉄道株式会社

代表取締役小林哲也殿

日目
消表対第 591号

平成25年 12月19日

消費者庁長官阿南久

(公印省略)

不当景品類及び不当表示防止法第6条の規定に基づく措置命令

重苦社は、索中土が供給する料理及び「おせち料理Jと称する商品の取引について、不当景

品類及び不当表示防止法(紹和37年法律第134号。以下「景品表示法j という。)第

4条第1項の規定により禁止されている同項第1号及び同項第3号の規定に基づく「おと

り広告に関する表示J(平成5年公正取引委員会告示第 17号)第1号に該当する表示を

行っていたので、同法第6条の規定に基づき、次のとおり命令する。

1 命令の内容

( 1) 貴社は、宝若干土が運営する旅館等施設において一般消費者に提供する料理(以下「本

件料理Jという。)及び貴社が運営する「奈良 万葉若草の宿 三笠」と称する施設

(以下「三笠」という。)において販売する「おせち料理Jと称する商品(以下「本

件商品Jというロ)に係る表示に関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に屑

知徹底しなければならない。この周知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁

長官の承認を受けなければならない。

ア(7) 貴社は、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、遅くとも平成2

5年6月頃から同年8月頃までの閥、三宮主において提供する「ファミリープランJ

と称する本件料理について、「じゃらんne t Jと称する旅行情報ウェブ、サイト

において、「大和地鶏の唐揚げJ及び「大和地鶏唐揚げJと記載することにより、

あたかも、当該記載された料理に「大和地鶏Jと称する地鶏の肉を使用している

かのように示す表示をしていたなど、別表 1r旅館等施設名」欄記載の施設にお

いて提供する同表「料理名」欄記載の本件料理について、間表「表示期間」欄記

載の期間に、同表「表示媒体J欄記載の媒体において、同表「表示内容」欄記載

の表示をしていたこと。

(イ) 実際には、例えば、前記「大和地鶏の唐揚げ」及び「大和地鶏唐揚げ」と称す

る料理にあっては「地鶏肉の日本農林規格J(平成11年農林水産省告示第84

4号)の定義に該当しない鶏肉を使用するなど、それぞれ別表1r実際J欄記載

のとおりであったこと。
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イ(7) 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、平成24年 12月頃に送

付したチラシにおいて、例えば、 「車海老j と記載することにより、あたかも、

本件商品にクノレマエビを使用しているかのように示す表示をしていたなど、別表

2 r表示内容」欄記載の表示をしていたこと。

(イ) 実際には、例えば、前記「車海老」と称する料理にあっては、クルマエピより

も安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、それぞれ別表2r実

際J欄記載のとおりであったこと。

ウ(7) 貴社は、遅くとも平成25年2月頃から同年11月12日までの冊、「楽天ト

ラベノレjと称する旅行情報ウェブサイトにおいて、「大和肉鶏J、 「県畜産技術セ

ンターが『名古屋積』や『シャモ』などをかけ合わせ開発した奈良独自の地鶏で

す。 j、 「三笠では『大和肉鶏鍋』や『つみれ鍋』としてお召し上がりいただい

ております。」と記載することにより、あたかも、当該期間中に、三笠において

「大和肉鶏」と称する地鶏を使用した「大和肉鶏鍋」又は「つみれ鍋」と称する

料理(以下「大和肉鶏料理」という。)を提供することができるかのように表示

していたこと。

(イ) 実際には、三笠においては、平成25年2月頃以降、「大和肉鶏Jと称する地鶏

を仕入れておらず、大和肉鶏料理を提供していなかったこと。

エ(7) 前記ア(7)及びイ(7)の表示は、それぞれ前記ア(イ)及びイ(イ)のとおりであって、

本件料理及び本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著

しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。

(イ) 前記ウ(7)の表示は、前記ウ(イ)のとおりであって、大和肉鶏料理について、取

引を行うための準備がなされていない場合の大和肉鶏料理についての表示であ

り、景品表示法に違反するものであること。

(2) 費社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理及び本件商品又はこれと同種の商品

の取引に関し、前記(1)記載の表示と同様の表示が行われることを防止するために必要

な措置を講じ、これを宣告社の役員及び従業員並びに株式会社近鉄旅館システムズに周

知徹底しなければならない。

(3)ア 貴社は、今後、本件料理又はこれと悶穣の料理及び本件商品又はこれと同種の商

品の取引に関し、前記(1)ア及びイ記載の表示と同様の表示を行うことにより、当該

料理及び当該商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優

良であると示す表示をしてはならない。

イ 寅社は、今後、本件料理又はこれと伺穏の料理の取引に関し、前記(1)ウ記載の表

示と同様の表示を行うことにより、取引を行うための準備がなされていない場合の

当該料理の表示をしてはならない。

(4) 貴社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底及び前記(2)に基づいて採った措置につ

いて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。
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2 事実

( 1) 近畿日本鉄道株式会社(以下「近鉄Jという。)は、大阪市天王寺区上本町六了間

1番55号に本庖を置き、旅館業等を営む事業者である。

(2) 近鉄は、旅館等焔設を設け、宿泊、宴会役務の提供、料飲物の提供その他当該旅館

等施設の営業に関する一切の役務の提供に係る業務を奈良市川上町728番地の 10

に本庄を置く株式会社近鉄旅館システムズに委託して行わせており、向社は当該委託

に基づき、本件料理及び本件商品の広告の表示内容を決定している。

(3)ア(7) 近鉄は、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、遅くとも平成2

5年6月頃から同年8月頃までの問、三笠において提供する「ファミリープランJ

と称する本件料理について、「じゃらんne t Jと称する旅行情報ウェブサイト

(別添写し 1)において、 「大和地鶏の唐揚げ」及び「大和地鶏唐揚げ」と記載

することにより、あたかも、当該記載された料理に「大和地鶏j と称する地鶏の

肉を使用しているかのように示す表示をしていたなど、別表 1 r旅館等施設名」

欄記載の施設において提供する同表「料理名j欄記載の本件料理について、同表

「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体J欄記載の媒体において、同表「表

示内容」欄記載の表示をしていた。

(イ) 実際には、例えば、前記「大和地鶏の唐揚げ」及び「大和地鶏唐揚げ」と称す

る料理にあっては「地鶏肉の日本農林規格jの定義に該当しない鶏肉を使用する

など、それぞれ別表 1 r実際J欄記載のとおりで、あった。

イ(7) 近鉄は、本件荷品を一般消費者に販売するに当たり、平成24年 12月頃に送

付したチラシ(別添写し2)において、例えば、 「車海老」と記載することによ

り、あたかも、本件商品にクルマエピを使用しているかのように示す表示をして

いたなど、別表2r表示内容」欄記載の表示をしていた。

(イ) 実際には、例えば、前記「車海老」と称する料理にあっては、クルマエピより

も安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、それぞれ別表2r実

際J欄記載のとおりであった。

(4)ア 近鉄は、遅くとも平成25年2月頃から同年11月 12日までの問、「楽天トラベ

ノレ」と称する旅行情報ウェブサイト(5]IJ添写し 3)において、「大和肉鶏」、 「県畜産

技術センターが『名古屋種』や『シャモ』などをかけ合わせ開発した奈良独自の地

鶏です。 j、 「三笠では『大和肉鶏鍋』や『つみれ鍋』としてお召し上がりいただ

いております。 Jと記載することにより、あたかも、当該期間中に、三笠において

大和肉鶏料理を提供できるかのように表示していた。

イ 実際には、三主主においては、平成25年2月頃以降、「大和肉鶏jと称する地鶏を

仕入れておらず、大和肉鶏料理を提供していなかった。

3 法令の適用

(1) 前記2(3)の事実によれば、近鉄は、自己が供給する本件料理及び本件商品の取引に
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関し、本件料理及び本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的

かっ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められる表示をしていたものであり、

この表示は、景品表示法第4条第1項第1号に該当するものであって、かかる行為は、

同項の規定に違反するものである。

(2) 前記2(4)の事実によれば、近鉄は、取引の申出に係る大和肉鶏料理に関し、取引を

行うための準備がなされていない場合の大和肉鶏料理についての表示を行っていたも

のであり、この表示は、景品表示法第4条第1項第3号の規定に基づく「おとり広告に

関する表示」第1号に該当するもので、あって、かかる行為は、問項の規定に違反するも

のである。

4 法律に基づく教示

(1) 行政不服審査法(昭和 37年法律第160号)第57条第1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合は、行政不服審査法第6条の規定に基づき、この処

分があったことを知った日の袈日から起算して 60日以内に、書面により消費者庁長官

に対し異議申立てをすることができる。

(2) 行政事件訴訟法(昭和 37年法律第 139号)第46条第1項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合は、行政事件訴訟法の規定により、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して 6か月以内に、国(代表者法務大

臣)を被告として、この処分の取消しの訴えを提起することができる。

(注1)この処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内であっても、

この処分の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することが

できなくなる。

(注2)異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決

定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に提起することができ

る。ただし、その決定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内で

あっても、その決定の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。
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別表1

旅館等施設名 料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 実際

ニ笠(奈良市 ファミリー 遅くとも平 「じゃらん 「大和地鶏の唐 地鶏(注1) 

川上町728 プラン 成 25年6 n e t Jと 揚げJ及び「大和 の定義に該
番地) 月頃から伺 称する旅行 地鶏唐揚げJと 当しない鶏

年8月頃ま 情報ウェブ 記載することに 肉をイ吏用し

での間 サイト より、あたかも、 ていた。

記載された料理

に「大和地鶏J
と称する地鶏の

肉を使用してい

るかのように示

す表示

お品苦手き 「大和地鶏唐揚

げ」と記載する

ことにより、あ

たかも、記載さ

れた料理に「大

和地鶏Jと称す
る地鶏の肉を使

用しているかの

ように示す表示

悶上 ミー会席及 平成25年 お品書き 「和牛朴葉焼き」 生鮮食品に

び叢ごよみ 9月1日か と記載すること 該当しない
dコf!;;J防巾当F ら同年10 により、あたか 加工食肉製

月28日ま も、記載された 品(成型肉)

での問 料理に牛の生肉 を使用して

の切り身を使用 いた。

しているかのよ

うに示す表示

伺上 パンピ御膳 平成25年 向上 「和牛スァーキJ 一部にっし、

1 0月1日 と記載すること て、生鮮食品

から同年1 により、あたか に該当しな

0月25日 も、記載された い加工食肉

までの閑 料理に牛の生肉 製品(成型

の切り身を使用 肉)を使用し

しているかのよ ていた。

うに示す表示

榛原観光ホァ 宝珠 遅くとも平 料理プラン 「牛ブイレ肉の 生鮮食品に

/レ(奈良県橿 成 23年B メニュー表 ステーキjと記 該当しない

原市久米町8 月頃から平 載することによ 加工食肉製

6 2)内の宴 成 25年9 り、あたかも、 品(成型肉)

会場 月 29日ま 記載された料理 を使用して

での問 に牛の生肉の切 いた。

り身を使用して

いるかのように

示す表示
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旅館等施設名 料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 実際

榛原観光ホァ スァーキ& 平成23年 メーユ」 「スァーキ」及び 生鮮食品に

/レ内の「ミラ 海老フライ 1 1月頃か 「牛フイレ肉の 言亥当しない

ンドオノレJと セット ら平成25 ステーキj と記 加工食肉製

称する飲食盾 年 10月2 載することによ 品(成型肉)

9日までの り、あたかも、 を使用して

問 記載された料理 いた。

に牛の生肉の切

り身を使用して

いるかのように

示す表示

同上 ピ}フカツ 向上 向上 「ビーフカツサ 向上

サンド ンドJと記載す
ることにより、

あたかも、記載

された料理に牛

の生肉の切り身

を使用している

かのように示す

表示

百楽荘(奈良 四季の膳及 平成24年 お品書き 「キャビア」と記 キャビアよ

市百楽闇3丁 び長寿の膳 2月頃から 載することによ りも安価で

目1番 3号) 平成25年 り、あたかも、 取引されて

7月31日 記載された料理 いるランプ

までの問 にキャビア(注 フィッシュ

2)を使用して 卵の塩淡け

いるかのように を使用して

示す表示 いた。

あやめ館(奈 法事用会席 平成22年 同上 「車海老」と記載 クルマエピ

良市あやめ池 及び石焼会 9月頃から することによ よりも安価

北1丁目 34 席 平成25年 り、あたかも、 で取引され

番 17号) 1 0月27 記載された料理 ているブ

日までの閑 にクノレマエピを ラックタイ

使用しているか ガー又はパ

のように示す表 ナメイを使

司て 用していた。

(注1)r地鶏肉の日本農林規格」において、次の方法で飼育された鶏とされている。
①指定された在来種由来の血液百分率が 50パーセント以上

② ふ化日からの飼育期間が 80日以上

③ 28日齢以降は平飼いでかつ 1平方メートノレ当たり 10羽以下で飼育された

もの

(注2)キャビアとは、チョウザメ類の卵巣から薄膜を取り除き、卵を粒に分離して洗浄

した上で塩蔵するなどの加工を施した食品である。

日
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別表2

表示内容 実際

「車海老」と記載することにより、あたかも、 クノレマエピよりも安価で取引されている

記載された料理にクルマエピを使用している ブラックタイガーを使用していた。

かのように示す表示

「からすみ松葉」と記載することにより、あた からすみよりも安価で取引されているタ

かも、記載された料理にボラの卵巣で作られ ラ及びサメの卵等から作られる加工食品

るからすみを使用しているかのように示す表 を使用していたロ
刀て

「烏織からすみ」と記載することにより、あた 向上

かも、記載された料理にボラの卵巣で作られ

るからすみを使用しているかのように示す表

刀て
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